
は
じ
め
に
二
○
○
七
年
一
月
に
愛
知
学
院
大
学
の
蓑
輪
顕
量
先

生
よ
り
、
現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
研
究
調
査
の
誘
い
を

受
け
た
。
筆
者
は
、
前
年
に
身
延
山
大
学
開
学
四
五
○
記
念
の

『
み
の
ぶ
』
誌
連
載
企
画
で
「
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
」
の
項

を
担
当
し
て
い
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
知
識
も
有
し
て
お
ら
ず
、
敦
煙
は
国
際
仏
教
学
研

究
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
で
逃
げ
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
へ
の
反
省
も
あ
り
、
是
非
こ
の
機
会
に
現
代
中
国

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
仏
教
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て

来
た
い
と
思
っ
た
。
こ
こ
に
、
拙
稿
の
補
遺
を
兼
ね
て
、
簡
単
な

調
査
記
録
を
記
す
。
学
術
的
な
報
告
に
つ
い
て
は
、
蓑
輪
先
生
に

よ
る
も
の
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

中
国
に
出
か
け
る
の
は
、
二
十
数
年
ぶ
り
で
あ
る
。
大
学
四
年

時
に
、
「
日
蓮
宗
の
信
行
道
場
に
入
れ
ば
中
国
に
連
れ
て
行
く
」

と
言
う
よ
う
な
甘
い
言
葉
に
誘
わ
れ
て
、
兄
弟
子
と
上
海
、
蘭
洲
、

敦
煙
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
、
ウ
ル
ム
チ
を
訪
れ
て
以
来
で
あ
る
。
当

時
は
仏
教
に
は
全
く
興
味
は
な
く
、
映
画
と
音
楽
と
文
学
の
毎
日

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
専
門
に
研
究
す
る
よ
う
に

な
り
、
世
界
中
の
多
く
の
地
域
を
旅
行
す
る
よ
う
に
な
る
の
が
、

中
国
を
再
び
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
中
国
が
個

人
旅
行
に
適
さ
な
い
こ
と
と
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
あ
げ
て
き
た
が
、

本
当
の
と
こ
ろ
は
世
界
に
は
他
に
面
白
い
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
今
回
は
民
主
化
に
移
行
す
る
中
国
を
見
て
、
そ
こ

で
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
の
か
を
知
り
た
い
と
思
い
、

望

月

海

慧
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三
月
八
日
シ
ャ
ト
ル
・
バ
ス
に
て
空
港
に
向
か
う
。
集
合
場
所

に
は
旅
行
代
理
店
の
人
し
か
お
ら
ず
、
こ
の
先
の
旅
が
不
安
に
な

る
。
旅
の
友
は
、
『
地
球
の
歩
き
方
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
と

『
旅
の
指
さ
し
会
話
帳
』
（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
）
で
あ
る
。
今

回
も
い
つ
も
の
よ
う
に
事
前
調
査
を
す
る
時
間
も
な
く
、
機
内
で

旅
先
の
デ
ー
タ
を
頭
に
入
れ
る
。
た
だ
し
、
ホ
テ
ル
の
手
配
と
現

地
で
の
移
動
手
段
を
考
え
る
必
要
が
な
く
、
と
て
も
楽
な
旅
立
ち

で
あ
っ
た
。

三
月
七
日
教
授
会
を
終
わ
り
、
名
誉
教
授
慰
労
会
を
欠
席
し
て
、

成
田
へ
向
か
う
。
前
年
に
モ
ロ
ッ
コ
へ
の
調
査
旅
行
に
出
か
け
た

際
に
は
フ
ラ
ン
ッ
・
カ
フ
カ
の
『
城
』
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
あ
り
、
出
発
直
前
に
北
ウ
イ
ン
グ
に
車
を
横
付
け
し
カ
ウ
ン

タ
ー
に
走
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
朝
の
便
の
た

め
、
成
田
に
前
泊
し
、
余
裕
を
も
っ
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

玉
佛
禅
寺
本
寺
は
、
一
八
八
二
年
に
慧
根
に
よ
り
創
建
さ
れ
た

上
海
最
大
の
禅
宗
寺
院
で
あ
る
。
慧
根
は
四
川
、
チ
ベ
ッ
ト
を
経

て
イ
ン
ド
に
修
行
に
向
か
っ
た
僧
侶
で
あ
り
、
帰
路
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
い
て
五
体
の
玉
仏
を
入
手
し
、
そ
の
う
ち
の
二
体
を
安
置
す

る
た
め
に
本
寺
は
建
立
さ
れ
た
。
正
面
に
釈
迦
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
大
雄
宝
殿
、
向
か
い
に
天
王
殿
、
左
右
が
銅
仏
堂
と
観
音
堂
、

奥
に
玉
仏
楼
と
禅
堂
と
い
う
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
屋
根
や

彫
刻
に
は
、
三
国
志
と
西
遊
記
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
人
気
が

三
時
間
程
の
フ
ラ
イ
ト
で
、
上
海
に
到
着
。
名
古
屋
か
ら
フ
ラ

イ
ト
の
先
生
と
合
流
し
、
ミ
’
一
バ
ン
で
上
海
市
内
に
向
か
う
。
増

築
中
の
空
港
か
ら
、
リ
’
一
ア
に
平
行
し
て
走
る
。
市
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
。
二
○
一
○
年
の
上
海
万
博
に
向
け
て
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

景
気
を
回
復
し
た
と
さ
れ
る
日
本
よ
り
も
多
く
の
資
本
が
投
入
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
海
駅
前
を
通
り
過
ぎ
、
最
初
に
向
か
っ

た
の
は
玉
佛
禅
寺
で
あ
る
。
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現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

玉佛禅寺の参拝の様子

わ
か
る
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
拝
者
の
年
齢
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
女

性
同
士
の
友
人
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
れ
ば
、
異
性
と
一
緒
に
参

拝
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
多
く
見
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
大
き
な

線
香
に
火
を
つ
け
て
、
そ
れ
を
手
に
し
た
ま
ま
お
祈
り
を
し
、
そ

れ
を
供
養
す
る
。
中
国
寺
院
に
は
若
者
を
引
き
付
け
る
魅
力
が
備

わ
っ
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、
彼
ら
の
心
の
中
に
寺
院
に
出
か
け

さ
せ
る
よ
う
な
気
持
ち
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

玉
仏
に
つ
い
て
は
、
玉
佛
楼
の
二
階
に
あ
る
高
さ
一
九
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
釈
迦
像
は
、
部
屋
の
奥
に
鎮
座
し
て
お
り
、
そ
の

威
厳
を
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
臥
仏
堂

二
階
に
あ
る
も
う
一
点
の
玉
仏
臥
象
は
、
土
産
物
売
り
場
の
中
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
よ
う
な
荘
厳
な
感
じ
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
大
き
さ
の
違
い
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
待
遇
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
た
。

本
寺
に
は
上
海
仏
学
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

今
回
は
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
の
出
版
物
を
入
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手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
玉
佛
丈
室
集
』
第
七
集
、
一
九
九
四
年
、
上
海
学
林
出
版
社

『
大
方
廣
佛
華
厳
経
普
賢
行
願
品
』
中
国
佛
学
院

『
佛
説
長
壽
滅
罪
護
諸
童
子
陀
羅
尼
経
白
話
翻
訳
』
弘
化
叢
書

『
佛
説
阿
弥
陀
経
』
弘
化
常
用
佛
典

『
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
上
海
佛
学
書
局

『
心
経
十
小
児
・
大
悲
兇
』
上
海
佛
学
書
局

こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
付
設
す
る
仏
学
研
究
所
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
た
学
術
書
と
参
拝
者
が
読
調
す
る
た
め
の
経
典
テ
キ
ス
ト
で

あ
り
、
無
料
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
の
人
々
に
信
仰
の

有
り
難
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
日
本
の
諸
宗
の
布
教
方

法
を
越
え
、
彼
ら
に
経
典
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
テ

キ
ス
ト
自
身
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
問
と
し
て
の
仏
教
学

の
研
究
成
果
も
提
示
し
て
い
る
。
夕
勤
を
拝
見
し
、
玉
佛
禅
寺
を

後
に
す
る
。

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

豫
園
中
国
人
研
究
者
と
合
流
の
た
め
、
豫
園
に
向
か
う
。
二
十

数
年
ぶ
り
に
再
訪
し
た
豫
園
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
賑
わ
い
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ピ
ー
商
品
を
販
売
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
違
法

性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
生
活
の
現
状
と
そ
の
取
締
り
を

中
国
政
府
に
訴
え
る
西
欧
資
本
家
を
比
べ
る
と
、
正
義
の
意
味
を

考
え
て
し
ま
う
。
ボ
ー
ド
リ
ャ
ー
ル
を
読
ん
で
二
十
五
年
、
ピ
ン

ク
・
フ
ロ
イ
ド
の
「
ビ
ッ
グ
」
を
聴
い
て
か
ら
三
十
年
も
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。

夕
食
後
、
外
灘
に
て
東
方
明
珠
塔
を
中
心
と
し
た
黄
浦
江
の
夜

景
を
楽
し
む
。
和
平
飯
店
の
老
年
爵
士
楽
団
は
戦
前
の
上
海
の
面

影
を
伝
え
て
い
た
。
新
天
地
は
、
次
回
の
楽
し
み
と
な
る
。

三
月
九
日
上
海
か
ら
高
速
道
路
を
西
に
走
り
、
蘇
州
に
向
か
う
。

二
時
間
程
走
り
、
東
洋
の
ブ
ル
ー
ジ
ュ
と
も
言
え
る
蘇
州
市
内
に

入
る
。
北
寺
報
恩
塔
を
左
手
に
見
な
が
ら
走
る
旧
市
街
に
は
チ
ャ

ン
・
イ
モ
ー
の
映
画
に
も
で
て
き
そ
う
な
昔
の
運
河
が
残
さ
れ
て

い
る
。
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西
園
戒
瞳
律
寺
ま
ず
は
戒
瞳
律
寺
に
向
か
う
。
門
を
く
ぐ
り
、

鼓
楼
と
鐘
楼
を
左
右
に
し
て
、
天
王
殿
の
脇
に
あ
る
寺
院
敷
設
の

食
堂
「
功
徳
林
」
に
て
素
食
（
精
進
料
理
）
の
昼
食
を
と
る
。
湯

葉
や
豆
腐
等
を
用
い
て
肉
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
心
理
的
問
題
を

扱
う
仏
教
に
お
い
て
意
味
が
あ
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
あ
る
種
の
仏
教
文
化
で
あ
り
、
十
分
に
研
究
の
対
象
と
な
り
う

る
も
の
で
あ
る
。
食
堂
の
脇
に
は
、
元
僧
継
公
が
血
で
書
い
た
と

さ
れ
る
『
華
厳
経
』
が
収
め
ら
れ
た
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

食
後
、
大
雄
宝
殿
を
参
拝
し
、
静
修
堂
を
見
学
し
た
後
に
、
戒

瞳
仏
学
研
究
所
と
仏
学
院
を
訪
問
す
る
。
教
室
と
な
る
三
学
堂
を

拝
見
す
る
と
、
入
り
口
横
の
掲
示
板
に
は
私
と
同
名
の
学
生
が
呼

び
出
さ
れ
て
い
た
。
図
書
室
に
は
、
仏
典
と
研
究
書
だ
け
で
な
く
、

中
国
各
地
の
仏
学
研
究
所
の
研
究
誌
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

興
味
を
引
い
た
。
書
籍
購
買
部
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
仏
学
院
で

の
教
科
書
お
よ
び
研
究
書
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
購
入
書

籍
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

『
戒
瞳
佛
学
』
第
一
巻
、
二
○
○
二
年

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

西園戒瞳律寺にある仏学研究所
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『
戒
瞳
佛
学
』
第
三
巻
、
二
○
○
五
年

済
群
『
真
理
与
謬
論
』
（
戒
瞳
佛
学
論
双
）
二
○
○
四
年
、
上

海
古
籍
出
版
社

済
群
『
菩
提
心
与
道
次
第
』
（
戒
瞳
佛
学
論
双
）
二
○
○
五
年
、

上
海
古
籍
出
版
社

隆
蓮
『
入
菩
薩
行
論
広
解
』
（
戒
瞳
佛
学
論
双
）
二
○
○
五
年
、

上
海
古
籍
出
版
社

済
群
『
普
賢
行
願
品
的
観
修
原
理
』
二
○
○
六
年
、
戒
瞳
佛
学

研
究
所

最
初
の
佛
学
研
究
所
の
紀
要
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
が
論
文
数

三
六
本
四
一
九
頁
、
第
三
号
が
論
文
数
四
九
本
六
二
五
頁
の
大
部

の
論
集
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
る
論
文
も
中
国
仏
教
に
関
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
『
菩
提
道
次
第
論
』
、
松
本
史

朗
氏
の
如
来
蔵
批
判
、
『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
、
西
田
幾
多
郎
な
ど
に

関
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
研
究
分
野
の
多
様
性
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
執
筆
者
に
は
惠
敏
氏
な
ど
の
台
湾
の
学

者
も
お
り
、
大
陸
と
台
湾
と
の
研
究
交
流
が
う
か
が
え
る
。
「
戒

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

瞳
佛
学
論
双
」
は
、
マ
イ
ト
レ
ー
ャ
の
『
中
辺
分
別
論
』
、
ツ
ォ

ン
カ
パ
の
『
菩
提
道
次
第
論
』
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
の

『
入
菩
薩
行
論
』
に
対
す
る
解
説
書
で
あ
る
。

続
い
て
、
仏
学
研
究
所
長
の
済
群
師
と
面
会
し
た
。
仏
学
研
究

所
の
基
本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
発
菩
提
心
・
戒
律
・
止
・
観

な
ど
の
七
項
目
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
『
菩
提
道
灯
論
』
と
の
関
係
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
同
論
お
よ
び
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
『
菩
提
道
次
第
論
』
の
影

響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
も
法
尊
に
よ

り
近
代
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
読
む

こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、
仏
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
伝
統
的
な

中
国
仏
教
主
体
の
も
の
か
ら
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
移
行
し

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
師
は
、
近
年
の
仏
教
学
研
究
の
中
心
課

題
と
し
て
「
人
間
仏
教
」
に
も
言
及
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
師
の
済

群
法
師
『
人
生
（
上
下
全
十
巻
）
』
（
二
○
○
六
年
、
上
海
古
籍
出

版
社
）
に
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
年
、
タ
イ
や
ア
メ
リ

カ
で
盛
ん
な
社
会
参
加
仏
教
（
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
）
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現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

建設中の戒瞳律寺三宝楼

寒
山
寺
今
回
の
調
査
地
の
中
で
、
事
前
に
そ
の
名
前
を
知
っ
て

い
た
の
が
本
寺
で
あ
る
。
南
北
朝
梁
の
天
監
年
間
（
五
○
二
～
五

一
九
年
）
に
創
建
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
あ
り
、
焼
失
と
再
建
を
繰

り
返
し
、
現
在
の
も
の
は
清
末
に
再
建
さ
れ
た
。
「
寒
山
十
得
」

を
ど
の
よ
う
な
機
会
に
知
っ
た
の
か
は
、
今
で
は
定
か
で
は
な
い

が
、
高
校
生
の
頃
に
「
古
典
」
の
試
験
で
赤
点
を
取
っ
た
頃
で
あ

ろ
う
か
。
全
く
の
観
光
寺
院
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
今
回
は
、
同
寺
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
私
だ
け
の
た
め

に
訪
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
五
重
塔
も
あ
り
、
運
河
コ
ー
ス

に
も
面
し
、
蘇
州
入
門
の
寺
院
で
あ
る
。
た
だ
し
西
条
八
十
の

に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
最
新
の
研
究
動
向
に
も
注
意
を
払
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
面
談
の
後
、
師
の
案
内
で
建
設
中
の
三
宝

楼
を
見
学
す
る
。
こ
の
施
設
は
、
仏
学
研
究
所
の
学
生
の
た
め
の

教
室
並
び
に
講
堂
、
お
よ
び
寮
か
ら
成
り
、
そ
の
規
模
は
本
学
の

倍
程
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
五
百
羅
漢
堂
を
参
拝
し
、

同
寺
を
後
に
す
る
。
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文
廟
夕
暮
れ
が
近
づ
き
、
市
の
南
部
に
あ
る
文
廟
に
急
い
で
向

か
っ
て
も
ら
う
。
参
道
に
あ
る
骨
董
市
場
は
ほ
と
ん
ど
閉
ま
っ
て

お
り
、
文
廟
と
宋
代
石
刻
の
写
真
を
撮
る
。
こ
こ
は
二
○
○
一
年

に
全
国
重
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

「
蘇
州
夜
曲
」
に
歌
わ
れ
る
「
お
ぼ
ろ
の
月
に
鐘
が
鳴
り
ま
す
寒

山
寺
」
（
も
ち
ろ
ん
原
曲
で
は
な
く
畠
山
美
由
紀
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

で
あ
る
）
と
は
い
か
な
か
っ
た
。

玄
妙
観
蘇
州
最
大
の
繁
華
街
で
あ
る
観
前
街
に
あ
る
玄
妙
観
は
、

西
晋
時
代
に
建
立
さ
れ
た
道
教
の
宮
観
で
あ
る
。
す
で
に
閉
門
し

て
お
り
内
部
に
は
入
れ
な
い
が
、
中
国
の
三
大
木
造
建
築
の
一
つ

と
も
さ
れ
る
三
清
殿
は
壮
大
で
あ
る
。
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
並
ん

で
い
る
商
店
街
は
浅
草
の
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
山
門
前
の
観
前

街
は
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
若
者
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
夕
食
を
と
っ
た
石
路
も
蘇
州
の
隠
れ
た
繁
華
街
で
あ
り
、
デ

パ
地
下
を
楽
し
み
、
専
門
店
で
花
茶
を
購
入
す
る
。

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

霊
厳
山
寺
浄
土
道
場
と
刻
ま
れ
た
山
門
を
入
り
、
参
道
を
山
の

頂
上
ま
で
三
○
分
ほ
ど
登
る
。
左
右
に
は
出
店
が
あ
り
、
多
く
の

参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
本
寺
に
つ
い
て
は
す
で
に
半
世
紀
前

に
牧
田
諦
亮
氏
に
よ
り
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
大
革

命
の
頃
と
は
全
く
異
な
っ
た
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
中
日
友
好
の
碑
の
脇
を
さ
ら
に
登
り
、
大
雄
殿

を
参
拝
し
た
後
に
、
念
仏
堂
を
見
学
し
、
奥
に
あ
る
中
国
仏
学
院

霊
厳
山
分
院
を
訪
問
、
住
持
の
明
学
法
師
と
面
会
す
る
。
同
師
に

は
、
印
光
法
師
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
寺
の
僧
侶

は
一
七
五
名
お
り
、
そ
の
内
の
六
○
名
が
仏
学
院
の
生
徒
で
あ
る
。

台
湾
の
同
名
寺
院
の
妙
蓮
法
師
も
本
寺
出
身
で
、
師
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
教
室
を
見
学
す
る
と
、
机
の
上
に
は

学
生
の
教
科
書
が
積
ん
で
あ
る
。
時
間
割
を
見
る
と
、
午
前
三
コ

三
月
一
○
日
蘇
州
市
内
か
ら
郊
外
の
西
に
車
を
走
ら
せ
、
太
湖

を
見
下
ろ
す
霊
厳
山
寺
に
向
か
う
。
た
だ
し
名
物
の
竈
が
か
か
っ

て
お
り
、
太
湖
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

霊厳山寺の山門

マ
、
午
後
三
コ
マ
の
週
六
日
制
で
あ
る
。
科
目
は
、
菩
薩
戒
。
地

蔵
経
・
無
量
寿
経
・
印
公
文
紗
が
週
四
コ
マ
あ
り
、
こ
れ
に
仏
教

史
・
国
情
・
作
文
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
多
宝
仏
塔
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
ま
で
来
る
人
は
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
。
塔
の
正
面
に
は
書
籍
部
も
あ
る
。
ま
た
参
道
を

少
し
下
り
、
脇
に
入
る
と
印
光
大
師
全
身
舍
利
塔
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
ま
で
来
る
参
拝
者
は
さ
ら
に
少
な
く
、
先
ほ
ど
の
賑
わ
い
は

感
じ
さ
せ
な
い
。

蘇
州
市
内
に
戻
り
昼
食
後
、
蘇
州
の
運
河
文
化
を
調
査
し
、
杭

州
に
向
か
う
。
拙
政
園
や
留
園
、
網
師
園
、
獅
子
林
な
ど
の
多
く

の
世
界
遺
産
は
、
次
回
に
訪
れ
る
こ
と
に
す
る
。

杭
州
杭
州
は
、
学
生
時
代
に
大
室
幹
雄
の
『
西
湖
案
内
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
を
読
ん
で
以
来
、
是
非
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
た
地
で
あ
る
。
夕
暮
れ
の
杭
州
市
内
で
驚
い
た
の
が
夜
行
寝

台
バ
ス
で
あ
る
。
混
雑
す
る
市
内
を
走
っ
て
い
る
と
、
隣
を
走
る

バ
ス
が
二
段
ベ
ッ
ド
の
寝
台
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
広
大
な
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三
月
二
日
最
後
の
研
修
日
は
、
漸
江
省
の
寺
院
並
び
に
仏
学

院
・
仏
学
研
究
所
の
調
査
で
あ
る
。
西
湖
の
寺
院
に
つ
い
て
は
す

で
に
七
十
年
も
前
に
春
日
礼
智
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
、
文
革
前
の

貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

国
土
で
あ
る
が
故
に
、
交
通
網
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
十
分
に
お
こ

な
わ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
バ
ス
が
活
躍
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
水

曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
見
た
我
が
国
の
深
夜
バ
ス
に
比
べ
る
と
、

こ
の
方
が
快
適
に
寝
れ
そ
う
で
も
あ
る
。
夕
食
を
と
っ
た
呉
山
広

場
地
区
は
昔
の
中
国
の
街
並
を
再
現
し
た
通
り
が
あ
る
。
さ
ら
に

西
湖
の
湖
畔
を
散
歩
し
、
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
に
て
、
研
修
の
反

省
会
を
行
う
。
前
年
に
列
車
で
素
通
り
し
た
こ
の
白
い
街
は
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
と
思
い
な
が
ら
、
弓
ご
日
の
ぎ
芸
の
三
ｇ
Ｅ
、

「
○
ざ
器
ざ
日
巴
を
歌
わ
れ
る
と
少
し
情
緒
的
に
な
る
。

霊
隠
寺
三
二
六
年
に
イ
ン
ド
人
の
慧
理
に
よ
り
開
山
さ
れ
、
一

○
世
紀
末
に
は
一
三
○
○
の
僧
房
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
霊
隠
寺
は

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

霊隠寺山門
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中
国
で
最
も
拝
観
料
収
入
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
寺
院
で
あ
る
。
磨

崖
仏
を
見
な
が
ら
大
雄
宝
殿
の
横
に
あ
る
建
物
に
案
内
さ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
杭
州
仏
教
会
会
長
も
務
め
る
杭
州
仏
学
院
院
長
を
は

じ
め
と
す
る
一
八
名
の
講
師
陣
が
集
ま
っ
て
お
り
、
我
々
と
の
会

談
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。

杭
州
仏
教
学
院
は
、
霊
隠
寺
で
は
な
く
天
竺
寺
に
一
九
九
九
年

よ
り
設
置
さ
れ
、
二
○
○
六
年
に
政
府
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

生
徒
数
は
八
○
名
で
三
年
制
の
専
門
科
の
上
に
四
年
制
の
研
究
科

が
あ
り
、
ま
た
仏
学
院
で
は
初
め
て
の
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
宗
教
芸

術
）
の
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
教
員
数
は
二
二
名
で
、
天

台
学
・
浄
土
学
・
因
明
・
イ
ン
ド
仏
教
史
・
仏
教
美
術
・
体
育

（
カ
ン
フ
ー
）
な
ど
の
専
門
家
が
お
り
、
中
に
は
漸
江
大
学
と
の

兼
任
の
教
員
も
い
た
。
因
明
に
つ
い
て
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ

の
論
理
学
も
研
究
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響

を
感
じ
た
。

会
談
後
に
精
進
料
理
の
会
食
を
し
、
境
内
を
散
策
す
る
と
、
そ

こ
に
は
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
参
拝
者
も
い
た
。
寺
に
は
五
百
羅
漢
堂
が

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

あ
り
、
南
の
岩
山
に
は
多
く
の
石
仏
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は

宋
の
時
代
の
も
の
も
あ
る
。

浄
慈
寺
禅
宗
の
五
山
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
九
五
四
年
に
建
て
ら

れ
た
浄
慈
寺
は
、
西
湖
畔
の
雷
峰
夕
照
の
向
か
い
に
あ
る
。
中
国

曹
洞
宗
第
一
三
世
の
如
浄
禅
師
は
、
道
元
の
中
国
留
学
時
の
師
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
寺
は
日
本
の
曹
洞
宗
と
も
関
係
が
あ
る
。

寺
院
の
説
明
を
受
け
、
裏
山
の
西
湖
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
る
如

浄
禅
師
の
墓
所
を
参
拝
す
る
。
大
雄
殿
に
戻
る
と
夕
勤
が
行
わ
れ

西
冷
印
社
霊
隠
寺
を
後
に
し
て
、
西
湖
に
面
し
た
中
山
公
園
に

あ
る
西
冷
印
社
を
訪
れ
る
。
一
九
○
四
年
に
葉
為
銘
や
丁
仁
ら
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
金
石
蒙
刻
の
研
究
施
設
は
、
日
本
の
研
究
者
と

の
交
流
も
盛
ん
な
よ
う
で
あ
る
。
漢
三
老
石
室
に
は
、
二
○
○
○

年
近
く
前
に
彫
ら
れ
た
碑
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
よ
り
も
西
冷
印
社
の
印
鑑
が
気
に
な
り
、
鶏
血
石
で
一
本
彫
っ

て
も
ら
う
。
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現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

浄慈寺にある如浄禅師墓碑

三
月
一
二
曰
最
終
日
は
、
昼
の
便
に
て
帰
国
で
あ
る
。
空
港
に

向
か
う
前
に
、
市
内
の
書
店
に
て
書
籍
を
購
入
す
る
。
購
入
図
書

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

松
本
史
朗
（
肖
平
・
楊
金
洋
訳
）
『
縁
起
与
空
ｌ
如
来
蔵
思

想
批
判
』
二
○
○
六
年
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ナ
ッ
パ
ー
（
対
宇
光
訳
）
『
蔵
伝
佛
教
中
観

哲
学
』
二
○
○
六
年
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社

洛
桑
本
嘉
措
編
著
『
図
解
西
蔵
密
宗
』
二
○
○
七
年
、
映
西

て
お
り
、
中
国
式
法
要
に
参
列
す
る
。
浄
慈
寺
の
「
南
屏
晩
鐘
」

は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
一
○
ト
ン
の
青
銅
製
の
大
鐘
で
あ
り
、

『
妙
法
蓮
華
経
』
が
鐘
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
帰
国
後
で
あ
っ
た
。

毛
沢
東
や
江
青
の
別
荘
跡
を
通
り
す
ぎ
、
龍
井
茶
の
製
法
の
見

学
を
す
る
。
中
国
最
高
級
の
お
茶
に
も
数
え
あ
げ
ら
れ
る
龍
井
茶

で
あ
る
が
、
新
茶
の
季
節
に
は
ま
だ
早
く
、
前
年
度
の
も
の
を
購

入
す
る
。
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規
範
大
学
出
版
社

季
羨
林
『
我
的
人
生
』
二
○
○
六
年
、
中
国
青
年
出
版
社

季
羨
林
著
・
季
羨
林
研
究
所
編
『
季
羨
林
談
佛
』
二
○
○
六

年
、
当
代
中
国
出
版
社

季
羨
林
『
佛
教
十
五
題
』
二
○
○
七
年
、
中
華
書
局

前
二
書
は
、
欧
米
の
宗
教
学
・
仏
教
学
者
の
著
書
の
中
国
語
訳

の
叢
書
で
あ
る
。
仏
教
に
関
す
る
も
の
は
他
に
リ
チ
ャ
ー
ド
．
Ｈ
・

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
。
Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
仏
教
史
概

論
』
、
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
『
仏
教
倫
理
学
導
論
』
が
、

宗
教
学
に
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ル
ー
エ
の
『
宗
教
現
象
学
』
が

あ
る
。
松
本
氏
の
著
書
な
ど
か
ら
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
者
は

宗
教
学
・
仏
教
学
研
究
の
ト
レ
ン
ド
に
敏
感
な
よ
う
で
あ
る
。
我

が
国
で
も
海
外
の
優
れ
た
研
究
書
の
和
訳
を
積
極
的
に
出
版
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
最
大
の
東
洋
学
者
で
あ
る
季
羨
林
の
著

書
が
書
店
の
新
刊
書
と
し
て
平
積
み
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、

そ
の
闘
病
記
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
彼
が
学
問

的
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
に
も
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
同
書
店
に
は
Ｃ
Ｄ
売
り
場
も
併
設
さ

れ
て
お
り
、

越
容
『
水
晶
梵
音
（
。
ご
曾
巴
○
冨
三
旨
巴
』

を
購
入
し
た
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
美
し
い
姿
か
ら
そ
の
美
声
を
想
像

し
た
の
が
そ
の
購
入
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ

て
い
る
曲
の
タ
イ
ト
ル
は
、

自
由
（
六
字
大
明
兇
）
弓
＄
号
冒
（
○
日
三
四
昌
勺
＆
日
の

出
○
国
巴

観
音
霊
感
歌
①
巨
四
昌
旨
宮
署
胃
黒
５
巨

大
吉
祥
天
女
兇
の
風
目
呂
四
号
ａ
Ｑ
富
国
己

般
若
波
羅
密
多
心
経
弓
冨
勺
国
冒
四
も
閏
画
巨
富
の
三
国

種
子
（
縁
度
母
心
兜
）
悪
ａ
（
弓
胃
國
富
四
三
国
）

な
ど
で
あ
り
、
明
ら
か
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

郊
外
の
空
港
に
向
か
い
銭
塘
江
を
超
え
る
と
、
高
速
道
路
に
沿
っ

て
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で
建
て
ら
れ
た
新
築
の
家
が
立
ち
並
ぶ
。
杭

州
・
成
田
の
直
行
便
は
便
利
で
あ
る
が
、
利
用
者
は
上
海
便
に
比
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く
る
と
少
な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
旅
行
は
、
短
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
も
現
在
の
中
国
仏
学
の
教
育
機
関
で
あ
る
仏
学
院
仏
学
研
究

所
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
伝

統
的
な
中
国
仏
教
の
教
育
研
究
だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
仏
教
や

仏
教
論
理
学
な
ど
の
欧
米
の
研
究
動
向
に
も
注
目
し
て
お
り
、
さ

ら
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
仏
学
院
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
研
究
者
が
、
最

新
の
仏
教
学
研
究
の
成
果
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

牧
田
諦
亮
「
現
代
中
国
仏
教
の
生
活
規
範
」
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
三

五
、
一
九
五
八
年
、
二
三
八
’
二
七
○
頁

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
知
恩
報
恩
』
身
延
山
大
学
、
二
○

○
七
年

参
考
文
献

春
日
礼
智
「
西
湖
の
寺
院
と
浄
土
教
」
『
日
華
仏
教
研
究
会
年
報
』
二
、

一
九
三
七
年
、
二
五
五
’
二
八
五
頁

現
代
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
調
査
報
告
（
望
月
）

蓑
輪
顕
量
「
台
湾
現
代
仏
教
事
情
ｌ
中
台
禅
寺
を
中
心
に
ｌ
」
『
人
間
文

化
』
一
四
、
一
九
九
九
年

同
右
「
台
湾
の
仏
教
」
『
東
洋
学
術
研
究
』
三
九
’
一
、
二
○
○
○
年

同
右
「
現
代
台
湾
仏
教
に
お
け
る
師
弟
の
育
成
に
つ
い
て
ｌ
仏
学
院
・

仏
学
研
究
所
を
中
心
に
ｌ
」
一
八
、
二
○
○
三
年
、
六
九
’
八
三
頁

同
右
「
台
湾
に
お
け
る
仏
七
簡
介
Ｉ
西
蓮
浄
苑
を
中
心
に
ｌ
」
『
禅
研
究

所
紀
要
』
三
五
、
二
○
○
五
年
、
一
○
五
’
二
八
頁

同
右
「
台
湾
に
お
け
る
修
行
「
仏
七
」
と
門
派
化
の
進
む
寺
院
ｌ
西
蓮

浄
苑
・
慧
日
講
堂
・
南
普
陀
寺
・
霊
巌
山
寺
・
仏
光
山
」
『
人
間
文
化
』

二
一
、
二
○
○
六
年
、
一
’
一
八
頁

同
右
「
台
湾
の
現
代
仏
教
」
『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
○
、
二
○
○

六
年
、
一
’
二
一
頁

望
月
海
慧
「
中
国
に
お
け
る
仏
教
教
育
」
『
み
の
ぶ
』
九
七
’
六
、
二
○

○
六
年
、
二
四
’
二
七
頁
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